
平成29年6月2日 

防災の関係機関と防災学術連携体の意見交換会 

 

防災推進国民大会2017  
 
  〜学術研究の成果を防災に生かす〜 

政策統括官（防災担当）付 参事官（普及啓発） 佐谷説子 
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防災推進国民大会2017(仮称)開催概要(案) 

自助・共助及び連携を促進するため、国民の防災意識の向
上等を図る必要がある。その契機として、国民各層の多様
な団体・機関等が一堂に会し、専門家から家族連れまで楽
しめる防災に関する総合啓発イベントを開催する。 
 
・日時：平成29年11月26日(日)～27日(月) 
    休日と平日を組み合わせることにより来場者の 
    多様性を確保 
 
・場所：仙台国際センター 
       （宮城県仙台市青葉区青葉山） 
・対象：国民全般（住民、企業、自治体、学生・生徒、 
    教員、研究者、防災関係者 等） ※入場無料 
 
・協力：宮城県、仙台市、東北大学 
 
・同会場において同時開催 
    世界防災フォーラム（※） 
    防災産業展 in 仙台 

 

※世界防災フォーラム 
 東北大学が中心となり、仙台防災枠組みをベースにした防災・
復興に関する国際的な会議を開催予定。２年ごとにダボスで行わ
れる国際防災会議と連携して実施。 
日程：平成29年11月25日(土)～28日(火) 
場所：仙台国際センター 仙台国際センター エントランス 

・ＪＲ仙台駅から「国際センター駅」まで地下鉄４分 
・駐車場  普通車：４３６台 大型車：２２台 

３ 
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防災推進国民大会2017のポイント 

１ 防災推進国民会議との連携を強調する 

 ○平成29年に開催される防災推進国民会議の成果を披露する機会を設ける。 

２ 統一感のあるメッセージを発信するための工夫 

 ○テーマを明確かつ簡潔に示し、各出展者がそれを共有・発信しやすくする。 
 ○テーマ 「大規模災害に備える～みんなの連携が力になる防災～」 
 ○小テーマ ①地域における連携を深める ②防災について学ぶ ③誰もが参加する防災 

 ３ 地方開催であることの地の利を生かす 

 ○開催地の地方公共団体及びそれ以外の地方公共団体の参加を促す。 

４ 地域と世界を結ぶことを強調する 

 ○世界防災フォーラムとの一体感ある運営をする。 

仙台で開催する目的 

・東日本大震災をはじめ、仙台及び東北地方は近年、自然災害が多発し、ますます災害に
対する備えの必要性が高まっていること 

・仙台及び東北地方は防災に対する先進性が高く、防災意識の引き上げを先導できること 

・仙台及び東北地方が国際的に防災の聖地化していること 
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防災推進国民大会2017の時間配分（イメージ） 

７ 

26日(日) 
10時~12時 

12時 
～13時 

 
13時~15時 

 
15時~17時 

27日(月) 
10時~12時 

 
12時~14時 

14時 
～14
時半 

14時半~17時 

大ホール 
(1000席) 

オープニング － 
(世界防災フォーラム) 

まとめ 
ｸﾛｰｼﾞﾝｸﾞ 

橘(288席) － 
連携 
セッション 

連携 
セッション 

連携 
セッション 

連携 
セッション 

連携 
セッション 

団体別セッション 

桜１(200席) － 
連携 
セッション 

連携 
セッション 

連携 
セッション 

－ 
(世界防災フォーラム) 

桜２(120席) 団体別セッション 
連携 
セッション 

連携 
セッション 

－ 
(世界防災フォーラム) 

会議室３ 
(109席) 

団体別セッション 
連携 
セッション 

連携 
セッション 

団体別セッション 

ホワイエ、 
屋外等 

 常設展示、屋外展示 

会議室４、 
小会議室等 

 団体別セッション 

【想定】(1)連携セッション  ：  １小間２時間 12小間  内閣府と連携して実施するセッション 
    (2)団体別セッション（ミニトーク、実演）：  １枠２時間 12小間（最大） 
    (3)常設展示 ： １コマ（幅２ｍ×奥行１ｍ） 60小間程度          出展者主催セッション 
    (4)屋外展示 ： 1,000㎡程度 
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連携セッションのテーマ（案） 

小テーマ 内容 

１ 
地域における連携を高める 

ボランティアをやってみよう 

２ 平時から自分ごととして取り組む防災 

３ 

防災について学ぶ 

大規模災害にどう備えるか 

４ 学術研究の成果を防災に生かす 

５ 学校での防災教育 

６ リスクを学ぶ～大規模災害を乗り切るリスク・ガバナンス 

７ 

誰もが参加する防災 

避難所は助け合いの場～避難所で元気に過ごす～ 

８ ジェンダー平等な防災 

９ 企業も一人の市民：企業が参加する防災 

10 保険・共済の活用 

11 （Ｐ）＜東北特別セッション＞ 

12 （Ｐ） 
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JAXAと政府機関との連携体制 

内閣府と 
協定締結 

JAXAと政府機関との連携体制 
政府指定行政機関 

内閣官房 

警察庁 

消防庁 

防衛省 

国土交通省 

国土地理院 

気象庁 

海上保安庁 

その他 
政府指定行政機関 

内閣府（防災） 
JAXA 
災害観測画像の提供 

-発災時の緊急観測 
-差分抽出情報の提供 
-防災訓練画像の提供 

衛星地形図の提供 
画像解析知見の提供 

政府指定行政機関 
衛星画像の利活用 
 -画像利用結果の報告 
  -課題の抽出、助言・提言 
地図情報/災害情報システ
ム等での画像活用検討 
   -防災関連データの共有 
防災ユーザニーズの共有 

内閣府とJAXAとの間で、「人工衛

星等を用いた災害に関する情報
提供協力に係る取決め」を締結。 

 

当該協定に基づき、発災時や訓練
時等に衛星画像を利用し、衛星画
像の防災業務への活用等を推進。 

観測要求 

データ提供 

※JAXA提供資料を加工修正 
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Thank you 
Prime Minister’s Office 
http://www.kantei.go.jp/foreign/incident/index.html 
 
Cabinet Office, Government of Japan  
http://www.cao.go.jp/index-e.html 
http://www.bousai.go.jp/1info/pdf/saigaipanf_e.pdf 

Event Calendar of the Cabinet Office in 2017 
 

24-26 May, 2017 (Cancun):  Global Platform for Disaster Risk Reduction 2017 
6-8 June, 2017 (Brussels): World Reconstruction Conference 3 
20-21 September, 2017 (Vihn): 11th Senior Disaster Management Officials Forum 
2-3 October, 2017 (Baku): Asia Conference on Disaster Reduction 2017  
5 November, 2017: World Tsunami Awareness Day  
26-27 November, 2017 (Sendai): National Conference on Disaster Risk  Reduction 
5-7 December, 2017 (Paris): OECD High Level Risk Forum  
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